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　附属図書館では芸術学系と共催で，「筑波大学附

属図書館所蔵　日本美術の名品」の特別展示を５月

２２日～６月９日の期間に開催した。これは５月２６日

～２８日に筑波大学で開催される美術史学会に合わせ

て企画されたが，その出展作品の調査中に新たに屏

風絵３双が発見された。それらが狩野探幽，狩野尚

信，田村直翁の作になるものと判定されたが，その

大まかな経緯は以下の通りである。

　展示会にかねてから出展予定であった狩野山雪

筆の掛け軸「歴聖大儒像」６幅を調査するため，

本学芸術学系の守屋正彦助教授（近世絵画史研究

が専門）が平成１１年１２月に図書館に来館された

が，その際貴重書庫に保管されていた屏風絵２双

の調査を図書館で依頼した。平成１２年３月に守屋

新出屏風絵に寄せて
　板橋　秀一

狩野探幽筆「野外奏楽，猿曳図」屏風六曲一双
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助教授から調査結果の報告があり，それらが狩野

探幽および狩野尚信の筆になるもので，いずれも

これまで美術界で紹介されたことのない貴重なも

のであるとの判定がなされた。この判定にあたっ

ては，日本美術史研究，中でも狩野派の研究を専

門とする河野元昭東京大学教授に写真による判断

を仰いだ。さらにその後調査を進める過程で田村

直翁の屏風絵１双が見つかったため，河野教授に

図書館から出張鑑定を依頼した。その結果これら

３作品が真作であることがあらためて確認され

た。著名な画家による屏風絵の発見は近年きわめ

て稀なことであり，しかもこれまで美術界に紹介

されたことのない作品が一挙に３点も新たに発掘

されたことは注目すべきことである。

　これらの屏風絵はこれまで貴重書庫に保管され

てきたが，以前から表具の劣化が激しく，必ずし

も良い状態で保存されていたとは言えない。各屏

風ともそれを納める木箱がなく，薄紙をかけた程

度の簡便な包装状態で置かれていた。これらの屏

風絵は筑波大学の旧蔵品ということで，開学以来

特に専門家に照会することもなく保管されてきた

ものである。

　３双の屏風絵がどのような経緯で附属図書館に

収蔵されるに至ったかについては，現時点では確

定的なことは何も明らかになっていない。前身校

である東京教育大学当時の図書館職員の話による

と，昭和１８年以前，前身校の東京文理科大学の図

書館に保管されていたものと思われる。それ以前

には学長室に飾られていたともいわれているが，

伝聞の域を出ない。江戸期の儒学者林羅山が狩野

山雪に画かせた「歴聖大儒像」が古くから本学に

伝えられていることから，湯島聖堂の学舎を受け

継いだ本学の前身校である師範学校以来の収蔵品

とも考えられる。本屏風絵が画かれた時代および

林羅山と狩野探幽との関連から考えると，昌平黌

伝来の資料の可能性もある。収蔵の経緯について

は専門家による今後の調査を待ちたい。

　本学は明治５年の師範学校以来，東京師範学

校，高等師範学校，東京高等師範学校，東京文理

科大学，東京教育大学を経て筑波大学に至ってい

るが，１２０余年の長きに渡り幾多の変遷を経て良

くぞ保管されてきたという感がある。

　江戸幕府は武士の教養の第一として儒学を奨励

したが，その推進に力のあった林羅山，彼と親交

のあった狩野探幽，今回判明した探幽・尚信による

儒教的色彩の濃い屏風絵等のつながりを考えると，

専門外の筆者でも気になることが少なくない。専

門家にとっては興味の尽きない対象であろう。

　　　　（いたばし・しゅういち　附属図書館長）

　筑波大学芸術学系と附属図書館の共催による

「日本美術の名品」と題する展示会が５月２２日から

６月９日まで開催され，学内はもとより近県や遠

くは北海道，鹿児島県など全国各地から約４，３００人

もの来場者がありました。

　この展示会は，狩野探幽・尚信，田村直翁の筆

になる屏風の発見という劇的な出来事により，当

初の企画から開催規模も内容も大きく様変わり

し，関係者を奔走させることとなりましたが，多

くの方々のご協力とご支援により好評のうちに３

週間の会期を閉じることができました。

　以下，展示会等の様子を報告しますが，展示され

た資料は筑波大学電子図書館（http://www.tulips. 

tsukuba.ac.jp/）にて詳細な画像を提供しています

ので併せてご覧ください。

①特設会場にて発表を行う北原学長，板橋館長ほか

　記者発表は４月２０日に行われ，北原保雄学長ら

が，本学の前身である東京教育大学以前から保管

されていた狩野探幽の屏風等を発見した経緯につ

いて発表し，全国の主要各紙に大きく報道されま

した。その後，展示会に向けてワーキンググルー

話題になった探幽
 「日本美術の名品」展閉幕

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
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プも結成され，準備が急ピッチで進められまし

た。（写真１）

②特別展オープニングセレモニー

　オープニングセレモニーでは，北原学長が「新

しい大学に，古くからの伝統が生かされているさ

まを観賞してほしい。」と，板橋館長が「この度発

見された貴重な資料を，はじめて図書館が公開す

る意義。」などを語られ，引き続き，学長，館長，

白木芸術学系長の３人によるテープカットが執り

行われました。（写真２）

③新出屏風　狩野尚信筆「 李  白  観瀑 ， 　渓訪戴図 」
り はく かんばく せんけいほうたいず

　探幽の弟であり，探幽とともに幕府の御用絵師

として活躍した狩野尚信の作品です。画題は中国

の故事によるものですが，右隻と左隻をよく見比

べてみると，太陽と月，あるいは夏と冬といった

対になる情景が描かれていることがわかります。

（写真３）

④新出屏風　狩野探幽筆　「野外奏楽，猿曳図」

　今回の新出屏風の新聞報道では，「探幽の屏風

発見」と，この屏風を前面に出した見出しが数多

く見受けられました。高名な画家の，しかもこれ

まで知られていなかった作品だけに，この屏風を

目当てに来場された方も多かったようです。今回

の特別展のシンボル的作品として，図録の表紙や

ポスターにも用いられました。（写真４）

⑤狩野山雪筆　「 歴聖大儒像 」
れきせいたいじゅぞう

　本来２１幅からなる作品で，現在は朱子等の宋代

の儒者を描く６幅が本学に，残り１５幅が東京国立

博物館にあります。本図は，林羅山が絵を狩野山

雪に，賛を朝鮮通信使の副使であった金世濂に依

頼して完成したもので，湯島聖堂に伝来してきた

ことも含めて由緒正しい作品です。６幅すべてを

釈�奠���� の際に掛けていた形で公開したのは，筑波大
せきてん

学としては今回が初めてのことでした。（写真５）

⑥「 大智度論 」と「
だ い ち ど ろ ん

 瑜伽師地論 」
ゆ か し じ ろ ん

　石山寺一切経の黒印を持つこの両巻は，ともに

天平時代のもので，「大智度論」は附属図書館で

所蔵する最古の資料です。両巻とも随所に白訓点

が付されていて国語学の資料としても貴重なもの

ですが，肉眼では見にくかったこの白訓点も「大

智度論」の高精細画像に画像処理をした結果，

はっきりと見えるようになり，その成果の一部も

展示しました。（写真６）

⑦オンラインによる電子展示

　展示会場ではオンラインによる高精細画像の電

子展示も行われました。大型のプラズマディスプ

レイに映し出された映像は，原物では確認の難し

い細部まで精妙な色彩や筆跡を再現し，多くの来

場者の関心を集めました。（写真７）

⑧案内や広報に一躍かった各種サイン

　当初から多数の学外者の来場が見込まれ，展示

会場への館内誘導サインの他に，バス停から図書

館までの案内にも工夫がされました。また，入館

ゲートの上に掲げられた看板と，バス停用に考案

したサインスタンドが広報におおいに貢献しまし

た。（写真８）

展示された資料一覧

１大智度論　巻第７０　１軸　天平６（７３４）年写

２瑜伽師地論　巻第７３　１巻１帖　天平１６（７４４）

年写

３金剛頂経����瑜�����伽�������� 修習毘���盧����遮那
こんごうちょうきょうゆか

��������
しゅうしゅうびるしゃな

�三摩地法�　１巻１軸
さ ん ま じ ほ う

　延長８（９３０）年以前写

４歴聖大儒像　６幅　寛永９（１６３２）狩野山雪筆

５�「野外奏楽，猿曳図」屏風６曲１双　江戸初期

　（１６５０－６０頃）狩野探幽筆

６�「李白観瀑，　渓訪戴図」屏風６曲１双

　江戸初期（１６４０－５０頃）狩野尚信筆

７�「�架鷹図�」押絵貼屏風　６曲１双　江戸前期・元
か よ う ず

禄（１６８８－１７０３頃）田村直翁筆

（参考出品）

１賢聖障子図（３枚／１４枚）

２住吉物語絵巻（複製）

（特別展示ワーキンググループ）

刊炎

刊炎
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記者発表（写真１） 特別展オープニングセレモニー（写真２）

「歴聖大儒像」狩野山雪筆（写真５）

「大智度論」と「瑜伽師地論」（写真６） 電子展示（写真７） バス停のサイン（写真８）

新出屏風に見入る観覧者（写真４）

新出屏風「李白観瀑，　渓訪戴図」（写真３）刊炎
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本学教官寄贈著書紹介

　平成１２年１月～平成１２年４月に寄贈を受けた本

学教官の著書を紹介いたします。

（敬称略，寄贈者五十音順，〔　〕内は配架場所と

配架番号です。）

石井由香（社会科学系）

　・�エスニック関係と人の国際移動．国際書

院，１９９９（国際社会学叢書ヨーロッパ編：別

巻１）〔中央�３３４�５２２��７５〕

牛島巌（歴史・人類学系）

　・�����������	
������	������������������������

��������	�
����������２０００（������������	��
�

����������	
�������
���３）〔中央�３８９�２４８��９３〕

卯城祐司（現代語・現代文化学系）　

　・�英語リーディング事典．研究社出版，２０００

〔中央�参考３７５�８９３���４６〕

大塚和弘（物質工学系）

　・���������������	
������������������������������	�
���

��������	
�１９９９�（����������	���������������	
��

���������	
�������１２�（������３）�������２�）〔中央

�　　５６３���３６�１，２�〕

勝田茂（体育科学系）

　・�運動生理学２０講．第２版　朝倉書店，１９９９

〔体芸�７８０�１９３���８８〕

　・�登山生理学．逍遙書院，１９７２（新体育学講座：

第６０巻）〔体芸�７８０�８���６９�６０〕

　・�入門運動生理学．杏林書院，１９９７〔体芸

�７８０�１９３���８８〕

熊谷恵子（心身障害学系）

　・学習障害児の算数困難．多賀出版，２０００〔中

央，大塚�����６���３３〕

呉羽正昭（地球科学系）

　・���������	��
���������������������	
����
��

����������	
���������������������
�����������

���������	�
���������
１９９５（���������	�
�����

� ��������	��
���	�������２４）〔中央�６８９�２���５９〕

駒井洋（社会科学系）

　・�超過滞在外国人と在留特別許可．明石書

店，２０００（明石ブックレット��８）〔中央�３２９�９４�

��５７〕

桜井茂男（心理学系）

　・�問題行動の底にあるもの．教育出版，２０００

〔中央�３７１�４５���４７〕

佐藤政良（農林工学系）

　・�����������	��
���	�������	�����	���������

��������	
���������������������	
��������

���������１９９９�〔中央�６１２�２３７���８５〕

立川孝一（歴史・人類学系）

　・�フランス革命．中央公論社，１９８９（中公新書：

９３３）〔中央�２３５�０６���１４〕

田林明（地球科学系）

　・�持続的農村システムの地域的条件．農林統計

協会，２０００〔中央�６１１�９２���１１〕

星野力（機能工学系）

　・�ロボットにつけるクスリ．アスキー出版，２０００

〔中央�００７�１��９２〕

堀憲之（機能工学系）

　・�ディジタル制御システム入門．槇書店，１９９２

〔中央�５４８�３���４４〕

　・�ディジタル制御の基礎と演習．槇書店，２０００

〔中央�５４８�３���４４〕

堀池信夫（哲学・思想学系）

　・�道教の生命観と身体論．雄山閣出版，２０００

（講座道教：第３巻）〔中央�１６６�０８���９８��３〕

八木春生（芸術学系）

　・�雲岡石窟文様論．法藏館，２０００〔体芸�７０２�２２

� ��１５〕

柳沼重剛（名誉教授）

　・�ト�ゥ�キ�ュ�デ�ィ�デ�ス�の�文�体�の研究．岩波書店，

　　２０００〔中央�２３１�３��１６〕

¨

¨

¨
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田林　明
「持続的農村システムの地域的条件」
田林　明・菊地俊夫著（農林統計協会）

〔中央�６１１�９２���１１〕

　農業は作物や家畜などの生物を扱うので，他の

経済活動よりも大きく自然環境に左右される。そ

れだけに化学肥料や農薬，農業機械などを用いた

効率的で生産性の高い農業を目指せば，環境の質

の低下や環境破壊を引き起こすことになる。いか

に環境を悪化させないで農業生産を維持し，しか

も農民が経済的に，社会的・文化的に高い水準の

生活を維持し，農村の活力を保っていくかが，日

本を含む先進工業国の大きな課題である。江戸時

代のように環境に与える人間活動の負荷を小さく

しておくということだけではなく，近代科学に

よってかなり高度の生産性と収益性をあげ，同時

に高い生活水準を実現しようという，いわば虫の

よい状況が持続的農村である。

　このような持続的農村に関する研究は，農学や

社会学，経済学，文化人類学，生態学，地理学な

ど様々な分野において１９８０年代末から盛んになる

が，われわれは１９９３年に組織された国際地理学連

合持続的農村システム研究グループの活動に大き

な刺激を受けた。このグループの第３回国際シン

ポジュウムが１９９５年８月に筑波大学で開催され，

これを契機にわれわれも農村の再生を目指して本

格的な調査・研究を始めた。日本においては大都

市近郊農村における女性農業者グループの活躍，

大都市圏内の稲作農村における伝統的村落組織の

再評価，直販に依存する果樹農村の活力，山村に

おける高齢者の農業維持のための役割，遠隔地の

稲作農村や軽種馬農村の景観と経済活動，社会

的・文化的活動などの調査を行った。また，カナ

ダの南オンタリオの混合農業やニュージーランド

の土地利用パターンの変化についても検討した。

これらを通してそれぞれの場所の条件がどのよう

に生かされ，環境の質が維持され，活力のある農

村がつくられているかといった実態を明らかに

し，持続的農村を実現するための条件を探ろうと

したのが本書である。

（たばやし・あきら　地球科学系教授）
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平成１１年度附属図書館統計

詳細な統計は，���ページでも提供しておりますのでご覧ください。

����http://w w w.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/outline/statistics-１９９９.pdf

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/outline/statistics-1999.pdf
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としょかんミニガイド

IDEAL の利用について

　�����は���������	�

社を始めとする４つの

出版社が提供する電子ジャーナルサービスです。

本学で購読している雑誌約１００タイトルの他，購

読していない約１３０タイトルのフルテキスト（１９９９

年，２０００年発行分）が利用できます。

　

Ｑ：�����を利用するには？

Ａ：学内���に接続された端末から電子図書館

オンライン・ジャーナルのページ

http://www.tulips．tsukuba.ac.jp/online-j/にアク

セスしてください。左側にインデックスがありま

すので，閲覧したい誌名の最初のアルファベット

を選んでクリックしてください。雑誌の一覧が表

示されます。リンク集にある「�����」をクリッ

ク す る と 直 接�����の ペ ー ジ http：//www．

idealibrary.com/にアクセスすることができま

す。（図１）

Ｑ：利用方法を教えて下さい。

Ａ：閲覧したい雑誌の誌名や巻号がわかっている

場合は「�������」をクリックしてください。誌名・

巻号・著者の姓などを入力して，求める雑誌の目

次や論文に飛ぶことができます。（図２）

　「������」をクリックすると�����で利用可能

な誌名が誌名順，主題別，出版社別などにより一

覧できます。（図３）

　「������」をクリックすると誌名，論文名，著

者名などにより論文を検索することができます。

検索方法の詳細は「����」で参照してください。

（図４）

図１　IDEAL のトップページ

図２　Link In 画面

図３　Browse 画面

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/online-j/
http://www.idealibrary.com/
http://www.idealibrary.com/
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図４　Search 画面

Ｑ：ダウンロードした論文を友人に渡してもかま

いませんか。

Ａ：それはできません。一般に電子ジャーナルを

利用するにあたっては，下記のような行為は禁止

されています。

　１　大学の構成員以外の利用

　２　個人の研究目的以外の利用

　３　第三者への譲渡

　４　系統的に大量のデータをダウンロードする

こと

　電子ジャーナルの利用にあたっては，個々の出

版社の規定に従ってください。違反行為を行うと

サービスを停止されることがありますので，ご注

意ください。

＊お問い合わせ先

初期設定に関する質問：電子情報係（内線２４７０）

検索方法に関する質問：各館レファレンスデスク

〔学外〕

第５６回関東地区国立大学図書館協議会総会

　４月２８日（金）宇都宮大学の当番で開催されま

した。

〔報告事項〕○平成１１年度第３回国立大学図書館

協議会理事会について○図書館組織・機構特別委

員会の活動について○図書館情報大学情報メディ

ア総合センター（仮称）の建設について○�����

オープン・コンソーシアム形成の現状について○

国公私立大学図書館協力委員会について○第３３回

関東地区国立大学附属図書館事務（部・課）長会

議の開催について，ほか

〔協議事項〕○資料保存システムの在り方につい

て○大学情報の提供における図書館の役割につい

て○情報リテラシー教育に対応した図書館事務組

織のあり方について○「教官当積算校費等の改善」

に伴う図書館予算のあり方について○第４７回国立

大学図書館協議会総会への提出事項等について○

関東地区国立大学図書館協議会について，ほか

〔学内〕

第２２７回附属図書館運営委員会（４月開催）

〔審議事項〕○運営委員会委員及び大塚図書館委

員会委員について○副委員長の選出について○平

成１２年度専門委員会委員の選出及び委員長の指名

について，ほか

〔報告事項〕○平成１１年度附属図書館運営委員会

活動状況について○各館委員会及び各専門委員会

について○芸術学系・附属図書館共催特別展「筑

波大学附属図書館蔵名品展」（仮題）について，ほ

か

第２２８回附属図書館運営委員会（５月開催）

〔審議事項〕○平成１２年度図書館資料購入計画に

　求める論文のフルテキストは���形式と����

形式で提供されています。お好みの形式で表示，

ダウンロードしてください。���形式のファイル

を利用するためには，�������　������というソ

フトが必要です。http://www.adobe.co.jp/から

無料でダウンロードすることができます。

http://www.adobe.co.jp/
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ついて，ほか

〔報告事項〕○各委員会報告○各専門委員会報告

○第５６回関東地区国立大学図書館協議会総会につ

いて○平成１１年度附属図書館業務統計について，

ほか

　本年度の館報『つくばね』編集委員は，次の８

名です。

主　査：情報サービス課長　堀内眞也

副主査：情報システム課課長補佐　三浦正克

情報管理課：茅根邦子，竹谷喜美江

情報サービス課：篠塚富士男，高島恵美子，

　　　　　　　　柄澤英子

情報システム課：金藤伴成

附属図書館の改修工事について

　このたび下記の館内改修工事を行い，利用環境

の改善を図りました。

① 中央図書館本館４階の照明不足を改善

　昨年の本館３階の照明設備改修に続き，４階の

書架上照明を書架と書架の間に配置し，増設した

ことにより明るさがアップしました。３階同様に

ブロックごとに人を感知すると，一定時間点灯す

るようになっています。

② 体芸図書館と医学図書館に身障者用トイレを

設置

　それぞれの図書館の２階にある既設トイレを改

修し，身障者用トイレを設置しました。

　中央図書館，体芸図書館，医学図書館の各館に

おいて，身障者の方も安心して図書館を利用して

いただけるようになりました。

中央図書館の書架増設に伴う抄録・索引誌の配架

場所移動について

　収蔵スペースの狭隘化対策として新館３階，４

階などに書架を増設しました。

　新館に増設した書架には，本館であふれている

一般図書を配架することを検討しています。

　一般図書の収容場所を増やすため，新館３階お

よび４階の開架書架に配架してあった抄録・索引

誌を電動式集密書架に移動しました。スペースの

関係から受入中止誌と継続受入誌に分けました

が，継続受入誌は閲覧席に近い，利用しやすい場

所に配架しました。新しい配架場所については，

����と掲示でご確認ください。この移動により

多少ご不便をおかけいたしますが，書架狭隘化対

策の一環としてご理解ください。

筑波大学附属図書館報　第２６巻��第１号（通巻９９号）２０００年６月３０日　筑波大学図書館部発行
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